「いしころじぞうとぶんりしんごう」
上川口小学校朝礼にて。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　
〔１、世界でたったひとつしかないもの〕

　皆さんおはようございます。只今、先生からご紹介いただきました、長谷です。

今日はみなさんに大切なお話をさせていただきます。そこでこれから簡単なクイズを出させていただきます。　　　（いいですか）
「世界でたったひとつしかないもの。もしなくしたら、どんなにお金をだしても作れないもの」これはなんだか知っていますか。それは、自分の命ですね。

「自分の命」「他人の命」も同じですがこれは、一度なくしたら二度と作れません。ゲームやアニメの世界のように復活なんてできないものなのです。

一度なくしたら二度と作れない「自分の命」。よく覚えていてくださいね。

今日はこの大切な命のおはなしとして「いしころじぞうとぶんりしんごう」のお話をさせていただきます。

皆さんは、上川橋交差点のはしのたもとにある、いしころのようなおじぞうさんを見たことはありますか。あそこには青い前掛けをつけたおじぞうさんがおいてあります。

青いまえかけには「しんごうは、なぜあるの」と書いてあります。

ほんとうはおじぞうさんではありませんが、おじさんがおいたものです。

では、なぜ、あそこにおじぞうさんをおいたのか、お話しましょう。

〔２、げんきくんがかみかわぐち小学校に通っていた話〕

さて、今から１３年前といいますと、６年生のお兄さんお姉さんが生まれたころのお話で、ここにいらっしゃる上島先生が５年生の時のお話です。

おじさんにも、皆さんとおなじような小学５年生の子供がいました。名前は、げんきといいました。元気でたくましく育ってほしい。そう思ってなずけました。上島先生とはとても仲の良い同級生でした。

げんきくんは、ひょうきんものでしたが、とても慎重でやさしい子でした。

２年生のとき、秋田の田舎からおばあちゃんがやってくると、「おばあちゃん、おぶってあげようかといって、ちいさな背中におばあちゃんをおぶい、年寄りを喜ばせてくれたりしました。
そんな、げんきくんは、小学校３年生まで自転車にのれませんでした。なぜかというと自転車は、車とちがってタイヤが２つしかありません。

慎重なげんきくんは、タイヤが二つしかないのになぜ倒れないのか不思議だしこわかったのです。だからいつも友達が乗っている自転車のあとを追いかけながら遊んでいました。そのおかげで足が速くなったのか、一生懸命練習して速くなったのか、学校のマラソン大会では３位になりました。
でも、友達がだんだん大きくなって体力がついてくると、自転車のスピードも速くなってきます。とうとう自転車にはおいつけなくなりました。

ついに、げんきくんは、「おとうさん、自転車の乗り方を教えて」といってきました。

おじさんは、走っていれば自転車が倒れないことを教え、熊野神社の境内で夜くらくなるまで自転車の乗り方を教えてあげました。

げんきくんが、自転車にのれるようになると心配なのが交通事故です。
そこで秋川街道は、ダンプがいっぱい走っていて危ないから「絶対に車道を走らない」という約束をさせ、自転車で遊びにいくのを許しました。

次の日、息をきらせながら遊びから帰ってくると、「おとうさん、今日は友達とどこどこまでいってきたよ、なになにくんたちは、秋川街道の車道を走っていったけど、僕はちゃんと歩道を走ったんだ。でもとてもおもしろかったよ」

げんきくんは、親のいうことを素直に良く聞く慎重な子でしたから、もし交通事故にあっても、きっと大きな事故にはあわないだろうと思いました。

【３、げんきくんが事故にあった話】

ところが、１３年前の平成４年１１月１１日、（いまから４日後ですね）

げんきくんは、上川橋交差点でとってもひどい事故にあってなくなりました。

その事故は、青信号を渡っているときにおきました。その日は、とても秋晴れのきれいな日で、山も草木も朝日をあびてきらきらかがやいていました。
げんきくんは、朝いつものように妹のゆうきちゃんと一緒に学校に向かいました。上川橋交差点にくると信号が赤だったので、二人は青信号になるまで待っていました。信号が変わるとゆうきちゃんが先に、げんきくんがその後から横断歩道を渡りはじめました。

そのときです。後ろから同じ青信号で左折してきたダンプの運転手が、げんきくんを見落としそのまま大きなタイヤでひいてしまったのです。
一瞬のできごとでした。・交差点の信号は、歩行者の信号が青、車の信号も青でした。げんきくんは、そのまま亡くなり、二度と「ただいまー」と家に帰ってくることはありませんでした。二度と友達に会うこともできなくなったのです。
亡くなった命、二度と元に戻ることはありませんでした。

【４、子供を奪われた親の悲しみ】

突然かわいいわが子を失ったおじさんとおばさんの悲しみは、とても言葉でいえるものではありません。あまりの出来事に、子供がいなくなったことなど信じられないし信じたくありません。ただ、ただ涙がぽろぽろ落ちてきました。

毎日毎日夫婦で泣いて暮らしました。

おじさんは、人間ってこんなにもいっぱい涙がでるのか。親にとって、子供が死ぬということは、子供の命を奪われるということは、こんなにつらく、悲しいものなのか。おじさんは、自分がどんなにげんきくんを愛していたのかはじめて知りました。

おじさんは、深い悲しみの中にあって、あの慎重なげんきくんがなんで青信号で事故にあったのか、強い疑問がわいてきました。

しかし、よく考えてみると、普通の交差点では、青信号といっても車がこないわけではありません。青信号で渡っているとき、人を見落としていきなり右折や左折してくる車がつっこんできたら、だれもそれをよけることはできません。だからひかれてしまうのです。

事故後、げんきくんのランドセルの中から、「しんごうはなぜあるの、しんごうがないと交通事故にあうから」という手書きのカードが出てきました。

おじさんは、そのカードを見るなり、また涙がぽろぽろぽろぽろでてきました。

げんきくんは、交通事故に遭わないよう、青しんごうを選んで渡ったのに、その青信号に裏切られるようにして亡くなっていたからです。

そのカードは、「おとうさん、青信号を渡ったのに、なぜぼくたちは死ななければならないの？」と訴えているように思いました。
「あの慎重なげんきくんがひかれたのだからきっと他の交差点でも、同じようにたくさんの子供たちが事故に巻き込まれている」と感じました。　調べてみると、思ったとおり同じような事故が全国でいっぱい発生していました。こんな悲しい事故は、もうたくさんだ。子どもたちを二度と同じ事故にあわせたくない。どうしたらこんなひどい事故がなくなるのだろう。どうしたら子供たちの命が守れるのだろう。
おじさんとおばさんは、泣きながらずっとそのことを真剣に考え続けました。

【５、分離信号にしようとした話】

おじさんは、交差点の信号をもっと安全にしてもらうことを思いつきました。つまりこうです。

人と車を同じ青信号にしているから、左折したり右折したりするクルマに、人が見落とされて事故がおきます。だから、人がわたっているときは、車は赤信号にすればいい。　そうすれば、人と車がぶつかることはありません。

歩行者が青の時、クルマは赤、このような交差点の信号を、「ぶんりしんごう」とか「歩者分離信号」といいます。

おじさんは、町の人たちの署名をいっぱいもって、小学校の校長先生や、PTAの会長さん、そして町会長さんたちと一緒に警察にいき、上川橋交差点の信号を、「ぶんりしんごう」にしてもらうようお願いしました。でも、なかなか信号はかわりませんでした。

しかたがないので「人と車を青にしているから事故が起きたんだ」といって「さいばん」をしました。新聞社やテレビ局、町の人たちがたくさん応援してくれました。

残念ながらさいばんには、負けてしまいましたが、おじさんは、絶対にあきらめませんでした。なんとしても、あのひどい事故をなくしたかったし、皆さんを交差点事故から守りたかったからです。そこで「分離信号」の本をかいたり、ホームページを作ったりしました。
すると、こどもたちを、交差点事故から守りたいというおじさんの願いは、議員さんや、学者さんたちも賛成して、さらにたくさんのひとたちが応援してくれました。

あまりにもたくさんの人たちがぶんりしんごうを求めるので、警察の人たちも、ためしに全国１００箇所の交差点を「ぶんりしんごう」に変えてみました。　すると、どうでしょう！

「ぶんりしんごう」にしたところは、事故が全体で４０％も減りました。車と車の事故も３０％減りました。歩行者と車の事故は７０％も減りました。渋滞も全体で、少しですが短くなりました。
こんないいこと、なんでもっとはやくやらなかったのでしょうね。　

でも「ぶんりしんごう」にすると、待ち時間がちょっと長くなるとか、場所によってはどうしても渋滞が多くなるところもあるようです。

しかし、人の命より大切なものはありません。いまでは、上川橋交差点だけでなく、全国の交差点がすこしずつ「ぶんりしんごう」に変えられてきています。

先日、大阪に行ってきました。大阪では、豊中市の学校の先生たちが地域の人たちと協力して、安全な通学路を求めてがんばっています。そこでも、先生方は、繰り返し繰り返し、通学路の交差点を「ぶんりしんごう」にしてほしいと警察にお願いしてきました。

おかげで、市内８箇所で小学校の通学路の交差点が「ぶんりしんごう」に変わりました。
おじさんは、子供たちを守りたいという先生方の暖かい心に感動しました。

【６、上川橋交差点の使い方】

おじさんは、これまで、何回も何回も警察の人に、交差点の「ぶんりしんごう」をお願いしてきました。なんでここまでしたのか。それは、げんきくんの事故で、人の命がなににも増して一番大切だと思ったからです。

そして、大切な子ども達の命、皆さんの命をあの事故から本気で守るためには、

「ぶんりしんごう」にしなければならないと分かったからです。

さきほども、お話したように、上川橋交差点は、おじさんや、学校の先生、町の人たちが、みなさんの安全を願ってかえた、押しボタン式の「ぶんりしんごう」です。

ボタンを押して変わる歩行者信号の青は、本物の「青信号」ですから、人が渡るとき車はすべて赤でとまります。

みなさんが渡ろうとするとき、もし、まだうごいている車がいたらそれは危ない車です。そのときはわたってはいけません。きちんと車がとまってから渡りましょう。ふつうの青信号とのちがいをよく知って上手につかってください。

【７、おわりに】

世界でたった一つしかないもの、一度なくしたら二度と元に戻らないもの

それは、自分の命、皆さんの命でしたね。

おじさんは、本物の青信号を増やすという方法でみなさんの命を危険な交差点事故から守ってあげたいと思ってきました。ですから、ここにいる皆さん全員が、だれも交通事故にあうことなく元気におとなになってほしいと願っています。青い前掛けをしたいしころのようなおじぞうさんは、そう思っておいたものです。

おじぞうさんは、昔から旅人や子供の命を守るものとして信じられています。

全ての子供たちが二度とげんきくんのような事故に会わないよう、見守ってくれることでしょう。

皆さんの命は、おとうさんおかあさんにとって宝物、自分にとっても宝物です。世界で一つしかない自分の命、どうぞ、大切にして楽しい学校生活をおくってください。それがおじさんの願いです。
これで、おじさんのお話をおわります。
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　　　　　　　　　　　2005/11/07
　　　　　　　　　　　長谷智喜
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